
鳥取被災地へ

県
の
保
健
師
ら
派
遣

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
調
査
チ
ー
ム
も

　
最
大
震
度
６
弱
の
地
震

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

鳥
取
県
の
被
災
地
を
支
援

す
る
た
め
、
避
難
所
で
の

健
康
相
談
な
ど
に
あ
た
る

県
の
保
健
師
チ
ー
ム
や
国

際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
（
本
部
・
北
区
）
の
調
査

チ
ト
ム
な
ど
が
2
4
日
、
続

々
と
県
内
を
出
発
し
た
。

　
県
の
保
健
師
チ
ー
ム

は
、
県
職
員
の
保
健
師
４

人
と
事
務
職
員
２
人
の
計

６
人
で
構
成
し
、
鳥
取
県

倉
吉
市
で
活
動
す
る
。
出

発
を
前
に
県
庁
で
式
が
あ

り
、
代
表
し
て
県
備
前
保

健
所
の
大
西
万
理
子
・
総

・
括
副
参
事
が
「
普
段
通
り

住
民
の
方
に
安
心
、
安
全

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
現
地
で
は
避
難
所
や
要

援
護
者
の
い
る
家
庭
を
回

り
、
健
康
相
談
に
乗
っ
た

り
、
感
染
症
予
防
の
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
す
る
。

派
遣
期
間
は
3
0
日
ま
で

で
、
そ
の
後
も
県
は
継
続

的
に
人
員
を
派
遣
す
る
。

　
ま
た
、
県
は
、
被
災
し

た
建
物
の
危
険
度
を
判
定

す
る
被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
士
1
0
人
も
鳥
取

県
に
派
遣
し
た
。
期
間
は

鳥
取
県
に
向
か
う
前
に
出
発
式
に
臨
ん
だ
保
健
師
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
９
県
庁
で

2
6
日
ま
で
の
３
日
間
で
、

住
宅
な
ど
の
被
害
状
況
を

調
べ
な
が
ら
二
次
被
害
の

危
険
度
を
見
極
め
る
。

　
一
方
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、

看
護
師
と
調
整
員
に
よ
る

３
人
の
調
査
チ
ー
ム
を
派

週
。
倉
吉
市
を
中
心
に
被

災
青
へ
の
聞
き
取
り
な
ど

で
現
地
で
ど
ん
な
支
援
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か

を
調
ベ
ヤ
今
後
の
支
援
に

つ
な
げ
る
。

【
竹
田
迅
岐
、
林
田
奈
々
】
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